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圃場検定法によるオーチヤードグラスの耐冬性育種母材の評価
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耐寒性の圃場検定法は、適切なストレスを用意

する検定年が少なく、確実性が劣る欠点がある

が、多くの材料を扱えるというすて難い利点があ

る。そこで圃場検定法の改良を試みつつ、オーチ

ヤードグラスについて耐冬性育種母材の検討を、

6種類の圃場試験を通して行った。

(試験 1)国内外から、収集した35品種系統の耐

冬性程度をみた。雪腐病発生の常習地(更別)に

検定圃場を設定、 3時期 (8月10日、 31日、 9月

21日)の播種期を設けた。 1区1rrr (2. 0 x O. 5 

m)、5反復の条播とし、翌春に生存程度を評点

法 (0-6)で調査、比生存率を求めて耐冬度

(%)とした。早播区で耐冬度の低い品種聞の差

が、中播区では高い品種間の差が良く検出され

た。晩播区は被害が大きすぎ、差が明確でなかっ

た。品種系統間差のLS D (5 %)は16%であっ

た。北欧の品種群が最も高い耐冬度を示し、つい

でカナダ、北海道の品種系統群の順に高かった。

(試験2)試験 1で上位の耐冬性を示した12品種

系統、新たに北欧、カナダから求めた 6品種系統

について更別圃場で耐冬性程度をみた。試験方法

りを行うとともに、 12月下旬まで除雪を行って凍

害発生を促し、雪腐病発生を促進した。その結

果、適度の冬枯れが発生し、反復数の多いことも

あって、 LS D (5 %)は10%となった。 9品種

系統が有望な育種母材として選定された。(表-

1 )。

表-1 第2次導入品種の耐冬度

No 品種系統 育成地 耐冬度(X)

Ilattjelldal Norwey 79 
2 Le j kund Sweden 61 
3 Kay Canada 67 
4 OB旬 1 Hol<kai do 53 
5 ホクト Ilol<kaido 49 
6 Later U S A 49 
7 ApeJsvol1 Norwey 45 
8 OB-3 Hokkaido 43 
9 Tammisto Fi n 1 and 43 
10 Haka Fi nl and 42 
11 Chinook Canada 32 
12 オカミドリ Hokkaido 30 
13 Rideau Canada 28 
14 キタミドリ Hokkaido 25 
15 Ina Canada 24 
16 Dactas Sweden 21 
17 Potomac U S A 16 
18 Lol¥O Sweden 10 
19 Phyl Jox (Cont.) Denmatk 5 

LSD(P=0.05) 10 

は試験1と同様であったが、播種期は早播区と中 (試験3)有望品種個体群からエリート個体を選

播区のみとした。播種当年の冬は初雪が11月下旬 ぶためには、品種間比較より精度の高い検定法が

と早く、そのため冬枯れがほとんど発生しなかっ 必要とされる。そこで個体から栄養系を養成し、

た。 その耐冬性を検定した。耐雪性と耐寒性の両者を

そこで試験圃はそのまま管理し、 2年目植生に 検定するため、積雪の多い更別と積雪の少ない帯

ついて検定を行った。 2年目には、危険期刈り取 広の 2場所にそれぞれ試験圃を設定した。 6品種
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系統のそれぞれから15個体をランダムに選び、栄

養系を養成した。これを個体植え (0.6x 0.6 

m)、反復当り各栄養系 1ラメットで、 3-4反

復した。危険期刈り取りを行うとともに、耐雪性

検定では初冬期除雪を、耐寒性検定では厳寒期除

雪を行った。造成後 2年目と 3年目の春に調査を

行った。栄養系間差の LSD (5%) は20-

25%、反復率は約80%で、栄養系聞の耐冬性程度

はよく評価できた。

(試験4)試験3で上位の耐冬性を示した15栄養

系間でポリクロスを行い、後代の耐冬性程度を 5

対照品種と比較した。積雪の少ない音更に試験圃

を設け、厳寒期除雪を行った。育苗箱で養成した

幼植物を 8月初旬に個体植 (0.6xO.3m) し

た。品種系統当り 1畦1区、 20個体、 4反復とし

た。 LS D (5 %)は13%であった。 9後代系統

が耐冬性上位の対照品種より高い耐冬度を示した

(表-2)。

表-2 エリート栄養系の多交配後代の耐冬度

No 品種系統名 来歴 耐冬度(%)

EL5 更別・ OB・1 74 
2 EL6 更別・ OB-9 65 
3 EL14 帯広・ Rediau 4 63 
4 EL10 帯広.Kay 9 62 
5 EL13 帯広・ Tammisto11 59 
6 EL7 更別・ Tamminso 3 58 
7 EL4 更別.Kay 14 56 
8 EL12 帯広・ Potomac2 53 
9 EL15 帯広・ Rediau 10 53 

10 EL1 更別・ Haka7 51 
11 EL3 更別.Kay 11 45 

12 E凶 帯広.Kay 6 45 
13 EL2 更別・ Hal<a9 42 
14 EL8 更別・ Tammisto5 37 
15 EL11 帯広.Kay 14 32 

16 Hattjeidal Contro I 43 
17 Kay do 52 
18 Hokuto do 52 
19 K i tam i dor i do 40 
20 Phyllox do 36 

LSD(P=0.05) 13 

の有用性は、多くの作物でよく知られている。そ

こで生物資源研より旧ソ連産の25系統の種子の分

譲を受け、その耐冬性程度を対照品種と比較し

た。音更に試験圃を設け、厳寒期除雪を行った。

試験方法は試験4と同じであったが、 3反復であ

った。 LS D (5 %)は15%であった。耐冬性上

位の対照品種、 kay、Leikund，ホクト

と同じ程度の耐冬性を示した系統は 1系統、

P1307667のみであった。

(試験6)ダクチリス属は 1属 l種であるが、多

くの亜種の存在が知られている。近縁種に優れた

耐冬性遺伝子源があれば、栽培種への導入は比較

的簡単であると予想される。そこで生物資源研か

ら近縁種21系統の種子の分譲を受け、その耐冬性

を対照品種と比較した。試験方法は試験5と同様

に行った。 LS D (5 %)は12%であった。耐冬

性上位の対照品種と同じ程度の耐冬性を示した系

統は 1系統、 P1253572のみであった。

以上一連の試験結果から次のように結論され

fこ。

(1) 播種期、刈り取り期などを操作して植物の感

受性を高め、また初冬期除雪や厳寒期除雪などに

より越冬環境を人為的に操作すれば、耐冬性の圃

場検定法は極めて効率的で有効であった。反復数

を5以上とすれば、冠部凍結法と同じ程度(品種

系統間差の LSD(5%)が10-15%)、あるい

はそれ以上の品種系統間差異の検出力が期待でき

fこ。

(2) 北欧、カナダ、旧ソ連、北海道の一部の品種

系統、特に北欧の品種が耐冬性育種の育種母材と

して有望であった。これらの品種系統を母材と

し、循環母系選抜法で有望系統を選抜し、最終的

には栄養系選抜する育種法が、圃場検定法の有効

性を最大限に生かす耐冬性育種法であると考えら

(試験5)耐冬性育種における旧ソ連産育種母材 れた。
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